
　

奈
良
県
に
は
専
門
分
野
に
焦
点
を
当
て

た
２
つ
の
学
校
が
存
在
す
る
。「
食
」と「
農
」

の
人
材
を
育
む
「
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創

造
国
際
大
学
校
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）」、
も
う
一

つ
は
森
林
環
境
管
理
に
携
わ
る
人
材
を
育

成
す
る
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」
だ
。

　

２
つ
の
学
校
は
、
ど
ち
ら
も
少
人
数
制

度
を
導
入
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

分
野
を
じ
っ
く
り
学
べ
る
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
専
門
分
野
に
お
い
て
経
験

豊
富
で
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
講
師
陣

が
指
導
に
あ
た
り
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨

く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
専

門
領
域
で
の
深
い
理
解
と
実
践
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
。
双
方
共
に
奈
良
の
地
域

資
源
や
文
化
に
根
ざ
し
た
学
び
を
通
じ
て
、

各
分
野
で
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
道

を
歩
む
。

　　

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）
は
、平
成
28
（
2
0
1
6
）

年
、
桜
井
市
に
開
校
。
元
々
あ
っ
た
「
奈

良
県
農
業
大
学
校
」
を
改
組
し
、
地
域
の

「
食
」
と
「
農
」
を
振
興
し
、
新
た
な
担

い
手
を
育
成
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
学

校
だ
。フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科
と
、

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
２
つ
の
学

科
が
あ
る
。
調
理
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
食
材
を
熟
知
し
、
地
元
の
農
作
物
の

良
さ
を
活
か
し
た
料
理
を
提
供
で
き
る
人

材
と
、
農
業
分
野
で
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
こ
と
が
目
的
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

技
術
か
ら
経
営
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、サ
ー

ビ
ス
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を
学
び
、
実
践

力
を
養
っ
て
い
る
。

　

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
を
中
心
に
森
林
環
境
管
理
の

担
い
手
の
養
成
を
目
的
と
し
て
令
和
3

（
2
0
2
1
）年
に
設
立
し
た
学
校
。
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
と
は
、
森
林
環
境
管
理
者
で
あ

り
、
林
業
だ
け
で
な
く
広
範
な
知
識
や
技

術
を
持
ち
、
森
林
の
資
源
生
産
、
防
災
、

生
物
多
様
性
の
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

森
林
環
境
管
理
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き

る
技
術
を
備
え
た
人
材
の
こ
と
を
い
う
。

校
舎
は
奈
良
南
高
校
吉
野
学
舎
（
旧
吉
野

高
校
）
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し

て
い
る
。

　

奈
良
県
で
は
、
ス
イ
ス
の
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
制
度
を
モ
デ
ル
に
、
奈
良
県
に
適
し

た
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
を
構
築
。
歴
史
的

な
林
業
地
域
で
あ
る
吉
野
の
地
で
森
林
管

理
の
専
門
家
を
育
成
し
、
日
本
全
国
へ
輩

出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。　

奈良県の二つの学び舎

食のスペシャリストを育むNAFIC安倍校舎奈良南高校吉野学舎内にあるフォレスターアカデミー

フォレスターアカデミーとNAFIC

奈
良
の
風
土
に
根
ざ
し
、

「
食
」と「
農
」及
び
森
林
環
境
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
む
学
校

フォレスター
アカデミー

なら食と農の魅力
創造国際大学校
（NAFIC）



フードクリエイティブ学科

卒業生の声

両学科連携授業海外への留学

他にも様々なイベントが

アグリマネジメント学科

農業基礎・農業実習で、食材に対する知識を深め、
生産者の考えや想いを知る

消費者ニーズ販売実習や公開販売では、実際に出
荷から販売まで行う

オーベルジュ実習で、お客様を相手に料理の提供
やサービスを実体験する

２年次は進路にあわせ、農家現地実践実習か校内
プロジェクト実践実習かを選ぶ

1人1ストーブ（コンロ）方式で、準備から片づけ
までの全工程が身につく

初年次の専門実習では、農業経営の基礎的技術
を幅広く身につける

NAFICで教わった料理の奥深さ、調理方法、技術、

効率。実践的な農業の授業もあり、かかる手間や

時間、新鮮野菜の美味しさを学び、食材を無駄

にしない意識が高まりました。現在、私の店では

NAFICのアグリマネジメント学科の卒業生の方を

含め、農家さんと直接取引させていただいています。

La ville ～都～
ラ     ヴィーユ

たかまど農園  山口 恭平さん
 （奈良市・イチゴ生産者）

  秋山 都充さん
（明日香村・カフェ経営）

会社員から転職してイチゴ農家を志しました。専門

知識を得たり、プロの農家さんで実地研修ができ

ます。就農後も、同窓生に相談したりフォローしあっ

たり、NAFICは県立の学校なので行政と密に連携・

連絡がとれます。何でも相談できる環境が得られ、

新規就農前に入学してよかったと思います。

　

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
ベ
ー
ス
に
、
理
論
に

基
づ
い
た
高
い
調
理
技
術
を
磨
い
て
い

る
。
和
食
や
イ
タ
リ
ア
料
理
、
製
菓
・

製
パ
ン
・
農
産
加
工
な
ど
の
幅
広
い
知

識
や
技
能
を
総
合
的
に
学
ぶ
。

　

調
理
に
使
用
す
る
農
作
物
の
知
識
を

深
め
る
べ
く
、
畑
で
野
菜
の
種
ま
き
か

ら
収
穫
ま
で
を
体
験
し
、
農
作
物
の
旬

や
品
種
の
違
い
な
ど
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
奈
良 

2
0
2
3
に
一
つ
星

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で

の
調
理
や
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る

実
習
の
他
、外
部
の
専
門
家
に
よ
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

講
義
な
ど
、
実
践
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
は
、
高

度
な
農
業
技
術
が
あ
り
農
業
経
営
セ
ン

ス
の
優
れ
た
「
農
の
担
い
手
」
を
育
成

す
る
学
科
。

　

初
年
次
は
農
業
経
営
に
必
要
な
基
本

技
術
を
学
ぶ
。
野
菜
や
花
き
、
果
樹
な

ど
の
栽
培
技
術
の
基
礎
、
生
産
か
ら

経
営
ま
で
の
知
識
を
幅
広
く
習
得
。
農

業
機
械
の
操
作
訓
練
や
資
格
取
得
を
目

指
す
。
2
年
次
に
は
先
進
的
な
農
家
で

の
実
践
実
習
や
一
人
一
ほ
場
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
践
実
習
を
通
じ
て
専
門
分

野
を
学
ぶ
。

　

農
業
経
営
者
と
し
て
の
知
識
と
ス
キ
ル

を
総
合
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。

アグリマネジメント学科では海外農業研修制度がある。希望する

学生は卒業後アメリカ、オーストラリア、欧州などに留学し、海

外の農業を学ぶことができる。

　毎年秋に開催されている

NAFIC 祭は学科ごとの成果

を発表する年1 回のイベント。

毎年人気で、販売する創作料

理、野菜等の農産物はすぐに

完売するものも。

　また、オープンキャンパス等

は、定期的に開催されている。

見学だけでなく、模擬授業を

受けたり、調理実習、農作業

実習など、授業内容の一部を

体験できる内容となっている。

　両学科生で構成されたグループごとに、農産物の特長やそれを活

かす調理法について意見交換と調理実習を重ねることで、品種や調

理方法によって変化する味わいなど、農作物の捉え方の目を養う。

長い歴史の中で、食と農が奈良の人々のくらしの中で重要なもの

と位置づけられ、大切にされてきたことを、現代まで受け継がれ

てきた祭礼や資料から学ぶ。木簡や万葉集など、古の人々の書

き記したものから当時の生活・文化についても掘り下げる「奈良」

の魅力を発見できる授業。

●食材活用ワーキング

●奈良学入門

なら食と農の魅力創造国際大学校（NAFIC）

NAFIC 産の野菜を使ったメニュー

オープンキャンパス（フードクリエイティブ学科）



森林作業員学科

フォレスター学科

多岐にわたるカリキュラム フォレスターアカデミー

小型移動式クレーン技能講習 車両系建設機械技能講習

車両系伐採機械特別教育 地域森林植生の原点を知る

 測量実習 災害リスクを考慮した施業とは

　林業や森林などに特化して、長く専門性を発揮できるということに心惹か
れてフォレスターアカデミーを選びました。
　県職員としての採用枠で一期生として入学しましたが、行政業務を平行する
ことなく、学生として学びました。授業では、特に植物や地形、地質などの様々
な知識を幅広く学ぶことができる、森林生態という分野が新鮮に感じました。
アカデミーは２年という短い期間ですが、森林管理や林業の基本知識を得ら
れ、業界の共通言語を得たような状態で次の仕事をスタートすることができま
す。同級生が県内外の林業関係の職場にいるので仕事で連携しやすく、意見
交換や相談が気軽にできる繋がりが今も続いています。

　

２
年
目
に
は
、
１
年
目
に

学
ん
だ
こ
と
を
深
め
な
が

ら
、
森
林
環
境
管
理
制
度
の

実
践
と
指
導
が
で
き
る
技
術

を
身
に
つ
け
る
。
具
体
的
に

は
、
森
林
に
関
す
る
高
度
な

専
門
知
識
と
、経
営
、サ
ポ
ー

ト
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
幅

広
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎
能

力
の
習
得
を
目
指
す
。

　

奈
良
県
で
は
、
毎
年
森
林

環
境
管
理
を
志
す
人
を
、
県

職
員
採
用
試
験
で
選
抜
し
、

ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ば
せ
て
い

る
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
学
科
を

卒
業
し
た
県
職
員
は
「
奈
良

県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」と
な
り
、

森
林
環
境
管
理
業
務
が
多
い

市
町
村
に
派
遣
さ
れ
る
。

技能講習

特別教育

安全衛生教育

免許

その他

玉掛け、小型移動式クレーン、不整地運搬車、車両系建設機械運転、フォークリフト運転

チェーンソー作業従事者、機械集材装置運転業務、走行集材機械運転業務、
伐木等機械運転業務、簡易架線集材装置等運転業務

市町村に派遣される奈良県フォレス

ター（アカデミー卒業生）と森林組

合・事業体に就職するアカデミー卒

業生が連携して森づくり・地域づく

りを行う。

刈払機作業、荷役運搬機械等によるはい作業従事者、造林作業指揮者

狩猟・わな猟

林業架線作業主任者の講習修了資格、上級救命講習、林業種苗生産事業者講習、地域林政アドバイザー（フォ
レスター学科）、奈良県森林環境管理士（フォレスター学科）、奈良県森林環境管理作業士（森林作業員学科）

フォレスターアカデミーでは在学中に幅広いスキルや資格を取得することができる

入学～卒業の流れ

奈良県フォレスターアカデミー

県 市町村

森林組合・事業体 等

森林作業 管理業務

卒業・就職フォレスター学科
（2年制、両学科合わせて概ね20名）

卒業・就職森林作業員学科
（1年制、両学科合わせて概ね20名）入学

入学

県職員採用 任命 派遣奈良県フォレスター

森林管理・林業の技術者として､
環境に配慮した資源生産等に従事

・市町村の森林環境管理事務
・伐採届事務

入
学

卒
業

奈良県フォレスター 吉野町  暮らし環境整備課  農林振興室  
森本 祐太郎さん

　

森
林
作
業
員
学
科
は
、
森
林
現
場

で
の
実
践
力
を
養
う
学
科
。
１
年
間

の
期
間
中
に
、
安
全
で
効
率
的
な
森

林
作
業
の
基
本
技
術
を
身
に
つ
け

る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安
全
靴
等
の
個

人
防
護
装
備
を
そ
ろ
え
、
機
械
操
作

技
能
を
学
び
、
安
全
で
効
率
的
な
林

業
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
幅
広
い
知
識

を
習
得
す
る
。
卒
業
後
は
、
森
林
保

全
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

林
業
事
業
体
や
森
林
組
合
で
の
即
戦

力
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
森
林
作
業
員
学
科
に
入
学

後
も
、
さ
ら
に
学
び
た
い
な
ら
２
年

目
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
学
科
に
転
学
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
特
徴
は
、
林
業
に
関
す
る
技
能
だ
け
で
な

く
、
森
林
環
境
管
理
全
般
に
つ
い
て
学
べ
る
こ

と
に
あ
る
。

　

近
年
、
林
業
の
振
興
や
、
森
林
の
荒
廃
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
持
続
可
能
な
林
業
や
、
森
林
環
境
管
理
に

お
け
る
専
門
家
だ
。
学
生
は
林
業
機
械
技
術
や

森
林
経
営
な
ど
の
林
業
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
。
防
災
や
生
物
多

様
性
の
保
全
に
つ
い
て
学
び
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
環
境
教
育
、
教
養
文
化
活
動
に
森
林

を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
森
林
法
令
、
社

会
経
済
、
企
業
経
営
、
I
T
技
術
、
広
報
、
調

整
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
森
林
の
維

持
と
活
用
に
必
要
な
知
識
や
技
能
は
多
い
。

　

特
定
の
技
能
を
習
熟
す
る
の
で
は
な
く
、
幅

広
く
学
習
・
実
習
し
、
森
林
環
境
を
俯
瞰
的
に

み
て
課
題
を
見
つ
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
総
合
的
な
能
力
を

身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
を
考
え
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

卒業生の声


